
校訓
・健全な心身の鍛錬 ・明朗進取
・知の追求 ・自重敬愛
・情操の陶冶 ・勤勉奉仕
・豊かな人間性の育成

　

～志を育み、復興から未来の創造へ～
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３学年

１　自他の命を大切にし、高い志と思いやりの
心を持つ、心身ともに健やかな人間を育む。

地
歴
公
民

情報や情報技術が果たす役
割や影響を理解させ、情報モ
ラルや情報化の進展に主体
的に対応できる能力を育成す
る。
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科

部
活
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１　心身ともに健康で、物事を遂行する不屈の意
志と明朗誠実で実行力のある人間を育成する。
２　生活指導を徹底し、学習意欲を高め考究心を
喚起し学力の充実を図るとともに、調和のとれた
教養を身に付けさせる。
３　自主自律、協調奉仕の精神に徹し、責任を重
んじ、規律正しく節度ある生活態度を養う。
４　信頼と敬愛とによる人間関係を確立し、愛校心
を高め、郷土愛を養い、もって豊かな人間性の育
成を図る。

学校生活の一層の充実を図ろうとす
る自発的、自治的な活動を通して、
よりよい学校生活づくりに参画し、協
力して諸問題を解決しようとする実
践的な態度を育てる。

自然探究の過程を通して科学
的なものの見方や考え方を習
得させ、自ら探究する能力や
態度を育成する。

４　学校・家庭・地域の教育力の充実と連携・
協働の強化を図り、社会全体で子供を守り育
てる環境をつくる。

宮城県泉高等学校
関係法規 校是・校訓 第２期宮城県教育振興基本計画

教育目標道徳教育の目標

校是・日本国憲法
○目標

・学習指導要領

・教育基本法
・教育関係諸法規

豊かな体験活動

地域社会
家庭・保護者

H
R
活
動

生徒指導

道徳的な心情、判断力、実
践意欲と態度などの道徳性
を養う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各学年の努力目標

２　夢や志の実現に向けて自ら学び、自ら考え
行動し、社会を生き抜く人間を育む。

３　ふるさと宮城に誇りを持ち、東日本大震災
からの復興、そして我が国や郷土の発展を支
える人間を育む。

令和６年度　道徳教育全体計画

人の一生と家族・福祉・衣食
住・消費生活などに関する基
礎的・基本的な知識と技術を
習得し、家庭生活の向上を図
る能力と実践的な態度を育て
る。

「聞く」「読む」「話す」「書く」の
活動をとおして、情報や相手
の意向などを理解したり自分
の考えなどを表現したりする
能力を養うとともに、積極的に
コミュニケーションを図ろうとす
る態度を育成する。

様々な芸術的活動を通し、感
性を高め創造性を養うことに
よって、豊かな人間性を育む
とともに、生涯にわたって芸術
を愛好する心情を育てる。

１学年

健康についての理解と運動の
合理的な実践を通して心身の
調和的発達を促すとともに明
るく豊かで活力ある生活を営
む態度を育てる。

変化する現代社会の中で、人
間としての在り方・生き方を考
る。国際社会の中で、平和で
民主的な国家の形成者として
の自覚と必要な能力を養う。

数学的な見方や考え方を認識
させ、それらを積極的に活用
する態度を育む。

国語を的確に理解し適切に表
現する力を育み、伝え合う力
を高める。思考力や想像力を
伸ばし心情を豊かにする。国
語文化への関心を深め、それ
を尊重し、その向上を図る態
度を育てる。

好ましい人間関係を形成し、集団の
一員としてよりよい学校生活の実現
に取り組む意欲をはぐくむ。社会の
一員として望ましい資質と能力を育
てる。

５　生涯にわたり学び、互いに高め合い、充実
した人生を送ることができる地域社会をつく
る。

２学年

実社会や実生活と自己との関わりを考察し、
その中で課題を発見し解決する資質・能力を
育成する。また、探究活動に主体的・協働的
に取り組み、よりよい社会を実現しようとする
態度や創造性を養う。

総合的な探究の時間
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１　自ら考え、主体的に行動する姿勢を育て
る。

２　進路情報や自らの進路について思考する
機会を提供し、適切な進路選択ができる力を
育てる。
３　家庭学習の定着を図らせるとともに、計画
的に学習に取り組む姿勢を育てる。

４　多様性を認め、他者を尊重する社会人とし
ての基礎となる生活態度を育てる。

１　中堅学年として果たすべき役割と責任を自覚し、自
ら考え、主体的に行動する姿勢を育てる。

２　自分の特性と社会の課題を知り、自らの進むべき確
固とした進路目標を決定できる力を身に付けさせる。

３　大学入試等に対応できるようになるよう、家庭学習
の定着を図らせるとともに、自ら調整しながら学習に取
り組む姿勢を育てる。

４　多様性を認めて尊重し、包摂していく社会人としての
模範的な生活態度を育てる。

１　広い視野を持ち、最終学年として果たすべき役割と責任
を自覚した発言や行動ができるようにする。

２　自分を知り、自分の特性を理解したうえで、進路目標を
達成できるようにする。

３　計画的に学習する姿勢を促し、アウトプットを意識した
大学入試に対応できるだけの学力向上を目指す。

４　多様性を認め合い、お互いを尊重できる心の力をより一
層育てる。

・生徒相互の活動と理解のもとに基
本的生活習慣の定着を図る。

・通学の時、自己の安全を確保する
とともに、他者へ危険が及ばないよ
うに交通マナー遵守を図る。

・薬物乱用防止に関わる指導を行
い、法や規範の意識を理解させると
ともに、生命に対する畏敬の念を育
てる。

行事を通して、集団への所属感や連
帯意識を深めつつ、他者を尊重する
態度、社会生活のルールやマナー
など、集団生活や社会生活に必要
な基本的態度や行動様式を身に付
けさせる。

学校祭や奉仕活動等を通じて地域
の人との交流を深め、社会の形成
に参画する態度を養う。

・家庭、地域、関係諸機関との連携
を密にし、きめ細かい生徒指導を推
進する。

体力の向上や個性を伸ばすととも
に、集団としての規律を学ぶことに
より、集団への所属感や連帯感を深
め、公共の精神を養う。


